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歌
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伎
舞
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■
26
日
㈮  

祭
り
初
日

待
ち
に
待
っ
た
祭
り
本
番
！

■
27
日
㈯  

祭
り
２
日
目

雨
に
も
負
け
ず
、祭
り
は
熱
を
帯
び
る

■
28
日
㈰  

祭
り
最
終
日

暑
い
熱
い
祭
り
の
集
大
成
！
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④仲町による出御
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⑪桟敷席を設置するＪＡなす南の職員
⑫祭りを盛り上げるお囃子
⑬舞台装置を移動する若衆
⑭水面に映る鬼女の顔
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⑭水面に映る鬼女の顔

⑮特別公演の戻橋
⑯八雲神社前で行われたぶんぬき
⑰泉町による還御
⑱千秋楽で披露された関の扉
⑲千秋楽で披露された老松

⑮特別公演の戻橋
⑯八雲神社前で行われたぶんぬき
⑰泉町による還御
⑱千秋楽で披露された関の扉
⑲千秋楽で披露された老松

　

４
６
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
日
本
一

の
移
動
式
野
外
歌
舞
伎
舞
踊
が
行
わ
れ
る

「
山
あ
げ
祭
」が
、７
月
26
日
㈮
か
ら
28
日
㈰

ま
で
の
３
日
間
、
烏
山
市
街
地
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。期
間
中
は
約
６
万
２
千
人
の

観
光
客
が
訪
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

山
あ
げ
祭
実
行
委
員
会（
川
俣
純
子
実
行
委

員
会
会
長
）で
は
、
今
年
も
案
内
所
や
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
、
桟
敷
席
の
運
営
を
は
じ
め
、
山
あ

げ
祭
情
報
の
発
信
、
駐
車
場
や
食
事
処
の

確
保
な
ど
、
お
も
て
な
し
の
充
実
に
向
け

た
様
々
な
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
町
や
山
あ
げ
保
存
会
芸
能
部

会
に
安
全
管
理
者
を
設
け
、
祭
典
従
事
前

に
関
係
者
に
抗
原
検
査
を
実
施
し
た
ほ

か
、
熱
中
症
予
防
対
策
の
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
猛
暑
へ
の
対
策
に
加
え
、
定
点
地
の
屋

外
の
気
温
が
37
℃
を
超
え
た
場
合
は
公
演

中
止
と
す
る
基
準
を
設
け
る
な
ど
、安
全
対

策
の
取
り
組
み
も
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

桟
敷
席
の
設
置
で
は
Ｊ
Ａ
な
す
南
の
皆

さ
ん
に
、
若
衆
と
し
て
足
利
銀
行
、
栃
木
銀

行
、
烏
山
信
用
金
庫
、
矢
崎
部
品
㈱
栃
木
工

場
、
栃
木
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
の
皆
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、「
山
あ
げ
祭
」
の
熱
い
３

日
間
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

・
午
後
５
時
か
ら
仲
町
会
所
で
会
所

開
き
。

・
午
後
７
時
30
分
か
ら
笠
揃
式
。そ

の
後
、
雨
天
の
た
め
上
演
場
所
を

烏
章
館
に
移
し
て
午
後
８
時
30
分

か
ら
芸
題
「
子
宝
三
番
叟
」
と
「
戻

橋
」が
披
露
さ
れ
た
。

・
午
前
６
時
か
ら「
出
御
祭
」（
神
様
を
乗
せ
た
み
こ

し
を
仲
町
若
衆
が
八
雲
神
社
か
ら
仲
町
十
文
字
の
御
仮

殿
に
奉
還
す
る
）。

・
午
前
９
時
30
分
か
ら
仲
町
十
文
字
の
御
仮

殿
前
で
「
天
王
建
」（
芸
題
「
戻
橋
」）
が
奉
納
さ

れ
た
。

・
余
興
は
正
午
か
ら
鍛
冶
町
、午
後
３
時
か
ら

日
野
町
を
訪
問（
芸
題「
戻
橋
」）。

・
午
後
６
時
30
分
か
ら
仲
町
で「
子
ど
も
歌
舞

伎
」（
芸
題
「
将
門
」）、
午
後
８
時
か
ら
は
芸
題

「
戻
橋
」が
上
演
さ
れ
た
。

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
」

山
あ
げ
祭

山
あ
げ
祭

■
25
日
㈭  

前
夜
祭

本
番
に
向
け
て
準
備
万
端

か
さ
ぞ
ろ
え

し
ゅ
つ
ぎ
ょ
さ
い

と

ぎ
ょ
さ
い

お
か
り

や

て
ん
の
う
だ
て

さ
ん   

ば   

そ
う

も
ど
り

ば
し

・
午
前
６
時
か
ら
「
渡
御
祭
」（
再
来
年
の
当
番
町
の
鍛
冶
町
が
み

こ
し
を
担
ぎ
各
町
へ
）

・
余
興
は
午
前
10
時
か
ら
泉
町
、
午
後
０
時
40
分
か
ら
元

田
町
、
午
後
４
時
30
分
か
ら
金
井
町
を
訪
問
（
芸
題
「
戻

橋
」）。

・
午
後
７
時
50
分
か
ら
仲
町
で
芸
題
「
戻
橋
」
を
上
演
す

る
も
、
開
始
直
後
に
突
然
の
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
中
止

に
。そ
の
後
、
午
後
８
時
30
分
か
ら
は
芸
題
「
将
門
」
が

烏
章
館
で
上
演
さ
れ
た
。

・
午
前
10
時
50
分
か
ら
仲
町
で「
子
ど
も
歌
舞
伎
」（
芸
題「
将
門
」）、
午

後
０
時
30
分
か
ら
金
井
町
、
午
後
３
時
か
ら
仲
町
で
芸
題
「
戻

橋
」が
上
演
さ
れ
た
。

・
午
後
５
時
か
ら「
還
御
祭
」（
来
年
の
当
番
町
の
泉
町
が
八
雲
神
社
に
神
様
を

乗
せ
た
み
こ
し
を
お
宮
入
り
す
る
）。

・
午
後
６
時
か
ら
八
雲
神
社
前
で
泉
町
以
外
の
５
町
に
よ
る
「
ぶ

ん
ぬ
き
」が
行
わ
れ
た
。

・
午
後
７
時
30
分
か
ら
仲
町
で
芸
題
「
戻
橋
」、
午
後
９
時
30
分
か

ら
芸
題「
関
の
扉
」と
千
秋
楽
の
芸
題「
老
松
」が
披
露
さ
れ
た
。

・
午
前
０
時
30
分
頃
み
こ
し
が
お
宮（
八
雲
神
社
）入
り
し
、熱
気
に
満

ち
た
３
日
間
の
祭
り
に
幕
を
下
ろ
し
た
。

か
ん
ぎ
ょ
さ
い

せ
き          

と

お
い
ま
つ
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　嵐山睦会（大金康男会長）の万灯みこしが、７月26
日（金）の夜、山あげ祭でにぎわう街中を練り歩
き、威勢の良い掛け声で祭りを盛り上げました。
　１００灯あまりのちょうちんで飾り付けさ
れ、重さ１トンを超えるこのみこしは、御仮殿近
くの八雲通りを出発し、約３時間かけて山あげ
会館に到着。沿道には迫力満点のみこしを見よ
うと、大勢の人が集まりました。

山あげ祭山あげ祭山あげ祭 とぴっくすとぴっくすとぴっくす

威勢の良い掛け声で練り歩く万灯みこし威勢の良い掛け声で練り歩く万灯みこし

烏山駅前広場でのお出迎えの様子烏山駅前広場でのお出迎えの様子

展示された陶芸品を鑑賞する観光客展示された陶芸品を鑑賞する観光客

万灯みこしが
祭りを盛り上げる

　山あげ祭期間中、市内の陶芸家４人で構成さ
れる烏山燦陶会と那須烏山商工会工業部会主催
の陶芸展が、那須烏山商工会２階で開催されま
した。会場には、花瓶や食器などの陶芸が多数展
示され、訪れた人は、色や形などが異なる個性豊
かな作品の鑑賞を楽しみました。
　また、７月27日（土）は烏山高校茶華道部、28日
（日）は烏山燦陶会の陶芸家によるお茶会も開催
され、来客者はたてられたお茶に舌つづみを
打っていました。

烏山燦陶会展と
お茶会を開催

さん とう   かい

　７月27日（土）、烏山駅前広場でＪＲ東日本宇
都宮統括センターの社員によるＪＲ烏山線ＰＲ
イベントが実施されました。
　会場では、アキュム顔出しパネルや線路検査
用の「ATカート」試乗コーナーのほか、こども駅
長制服撮影会コーナーが設けられました。
　また、ＪＲ烏山線に乗って来た観光客を同社
員や横断幕を掲げた市議会議員らがお出迎え
し、蓄電池駆動電車「アキュム」の導入10周年を
ＰＲするうちわなどを手渡していました。

烏山駅前広場で
ＪＲ烏山線ＰＲイベント

舞台裏で準備の様子を見学する参加者舞台裏で準備の様子を見学する参加者

　今年の山の絵描きは、国内
の主要な劇場で舞台大道具
を手掛ける東京都の金井大
道具が担当しました。

　今年の山の絵描きは、国内
の主要な劇場で舞台大道具
を手掛ける東京都の金井大
道具が担当しました。

清掃活動の様子清掃活動の様子

　山あげ祭に訪れた人が気持ちよく祭りを楽し
んでもらえるよう、祭り前や期間中に有志によ
るごみ拾いなどの清掃ボランティアが行われま
した。清掃活動にご協力いただいた皆さんは以
下のとおりです。
県建設業協会烏山支部、県烏山土木事務所、南自治会、金
井いきいきクラブ、市議会議員、烏山高校生徒、商工会青
年部、那須烏山の未来を考える会、全矢崎労働組合、シル
バー大学OB・OG同窓会、那須烏山報徳会、㈱Ｇｒｏｗ、
地域住民、市職員労働組合

ボランティアで
まちをきれいに

　７月28日（日）、山あげ会館前の芸題「戻橋」の
公演に合わせて特別桟敷席が設けられました。
　昨年に引き続き２回目の設営となった特別席
では、冷たい飲み物が用意された最前列で公演
を鑑賞。また、公演前の舞台を組み立てる様子を
市観光協会の佐藤潤一さんによる解説を聞きな
がら間近で見学できるツアーや、公演後には舞
台上で踊り子と記念撮影をする時間が設けられ
たほか、市の特産品が手渡されました。

特別席で舞台裏を見学！

山の絵描きは県外の業者が担当
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庁舎整備ニュースレター VOL.8

■３次評価に向けた候補地に関するデータ

ＮＡＳＵＫＡＲＡ市民ミーティング

庁舎整備検討委員会　三橋委員長（宇都宮大学名誉教授）からのコメント

市民からの意見

６月９日（日）開催

中央公園

面積

総合計画との
整合（15点）

合計
（75点満点）

利便性（15点）

将来性（15点）

経済性（15点）

実現性（15点）

12点

12点

9点

5点

5点

43点

10点

7点

7点

3点

0点

27点

15点

14点

14点

15点

15点

73点

２
次
評
価

３
次
評
価

約19,500 ㎡
※災害警戒区域を除いた場合
　約 15,600 ㎡
市有地 民有地 市有地および民有地

約7,400 ㎡ 約 13,400 ㎡

土地所有

【経済性】
①概算総事業費　※１
②国からの有利な財政支
援措置（都市再生整備関
連事業）の活用　※２

①約51.6億円
②用途地域に該当しない
→現状では活用不可

①約44.7億円
②用途地域に該当する
→活用可

①約43.7億円
②用途地域に該当する
→活用可

①庁舎を南側に配置す
る必要があり、駐車場
が南北に長くなる
①県条例に基づき東側
崖地から一定距離を
確保する必要あり
②道路整備のため民有
地の用地買収が必要
→用地交渉未着手

①市道で敷地が分断さ
れているところや周
辺住宅地の生活環境
に配慮した施設計画
が必要
②民有地の用地買収が
必要
→用地交渉未着手

①県道に接道した形が
整っている敷地で、効
率的な施設計画がで
きる
①未整備の都市計画道
路の検討が必要
②民有地の用地買収が
必要
→一団の土地を有する
地権者と交渉中。買収
に向けて理解を示し
てくれている

【実現性】
①庁舎や駐車場が配置し
やすく利用しやすい地
形であるか

②用地取得の見通し

※１　概算総事業費：庁舎整備費（土地取得・移設補償費含む）に、庁舎整備に必要な道路整備費を加えた費用。
※２　都市再生整備関連事業：都市の再生に必要な公共公益施設の整備などを行う際に国から交付される交付金など。

この支援を受けるには、都市計画法に基づく用途地域（その地域にどんな建物を建てるかあらかじめ決められて
いる地域）に該当することが条件。

・市有地が広い
・他候補地より事業費が高い
・敷地東側が土砂災害警戒区域に該当

金井一丁目地内 ＪＲ烏山駅周辺

中央公園 金井一丁目
地内

ＪＲ烏山駅
周辺

新
庁
舎
建
設
候
補
地
３
次
評
価
を
実
施

全
会
一
致
で「
Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
周
辺
」を
選
定

　

６
月
28
日
㈮
に
第
11
回
庁
舎
整
備

検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
新
市
庁
舎

の
建
設
候
補
地
の
選
定
が
行
わ
れ
ま

し
た
。本
号
で
は
、
そ
の
内
容
を
お
伝

え
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
計
10
回
に
わ
た
る
庁
舎

整
備
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、「
庁
舎

方
式
（
本
庁
方
式
・
分
庁
方
式
）
の
あ
り
方
」

や「
既
存
４
庁
舎（
烏
山
庁
舎
・
南
那
須
庁
舎
・

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
水
道
庁
舎
）
の
あ
り

方
」、
そ
し
て
新
庁
舎
の
規
模
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。ま

た
、
新
庁
舎
の
候
補
地
に
つ
い
て
は
、

「
総
合
計
画
と
の
整
合
」「
利
便
性
」「
将

来
性
」
の
３
つ
の
観
点
か
ら
２
次
評
価

を
実
施
し
、「
中
央
公
園
」「
金
井
一
丁

目
地
内
」「
Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
周
辺
」の
３
か

所
に
絞
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
第
11
回
検
討
委
員
会
で

は
、「
経
済
性
」「
実
現
性
」の
２
つ
の
観

点
に
基
づ
く
委
員
へ
の
事
前
ア
ン

ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
や
市
民
の
声
を

踏
ま
え
、
総
合
的
な
視
点
に
よ
る
３
次

評
価
を
行
っ
た
結
果
、
全
会
一
致
で
Ｊ

Ｒ 

烏
山
駅
周
辺
が
候
補
地
に
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

　庁舎整備検討委員会の若手委員６名により結成
された「なすからのまちづくりを考える若手有志
の会」主催で、若手世代を中心に実施した市の理想
像を問うアンケートの結果報告会が開催されまし
た。報告会では、
川俣純子市長が
出席し、市民と
の意見交換会も
行われました。

「那須烏山市の地域振興（まちづくり）を考える」
意見交換会 ６月２０日（木）開催

　那須烏山市観光協会および那須烏山商工会の主
催で、ＪＲ烏山線の存続と中心市街地の活性化を
テーマに、行政や市民団体を交えた市民との意見
交換会が開催されました。

　ＪＲ烏山線を活用して庁舎に来庁する人はそう多くはないかもしれないが、自分で車を運転でき
ない高齢者であっても、公共交通機関を使って来庁することができるという選択肢ができたことは
大きいと考える。新庁舎がＪＲ烏山駅の近くに整備されることで、市民にとって、電車という庁舎へ
のアクセス方法ができることは大きな利点であり、烏山市街地の活性化による賑わい創出や、ＪＲ烏
山線の利用向上へのきっかけになるなど、波及効果も期待できる。
　合併を経た自治体にとって、庁舎建設の候補地を選定することは非常に難しい作業になる。各委員
は居住地や立場の違いから、候補地に関する考えも異なると思料していたが、一つひとつ課題をクリ
アしながら慎重な議論を重ねた結果、全会一致でＪＲ烏山駅周辺が候補地に選定された意義は非常
に大きい。

・吹奏楽の発表ができるホールが欲しい。
・ＪＲ烏山駅前が閑散としている。駅前に若者は
じめ多世代が気軽に集まれる場所や施設があ
ると良い。

・市民がスポーツを楽しめる交流施設がほしい。
・子どもが遊べる公園や、親同士が交流できる子
育て施設がほしい｡

・多世代交流ができる居場所づくりが大切。

■２次評価および３次評価に向けた
　委員への事前アンケート集計結果

■３次評価に向けた
　委員への事前アンケートでの主な意見
中央公園

■市民の声
　本市のまちづくりなどに関し、市民団体や関係機関による意見交換会が行われました。
　庁舎整備をはじめ、その他公共施設、将来における本市のあるべき姿などについて、
参加した市民から数多くのご意見をいただきました。

・有利な財政支援措置の活用が見込める
・用地取得の見通しが不透明
・敷地が道路で分断され庁舎建設の阻害要因になる

金井一丁目地内

・他候補地より事業費が安い
・有利な財政支援措置の活用が見込める
・ＪＲ烏山線の存続対策として絶好の立地

ＪＲ烏山駅周辺

市民からの意見
・ＪＲ烏山線は観光的に非常に大きな資源。
・市庁舎は、ＪＲ烏山駅前に整備するのが良い。
この場合、土・日曜日もコミュニティスペース
として有効活用を図ってほしい。

・老若男女がふれあえる場所や機会があること
が重要で、ハードとソフトが連動する仕掛けが
必要だ。

・ＪＲ烏山駅東側の将来的な活用も視野に入れ
た検討を行うべきだ。

　今後は、これまで議論されてきた結果を反映した庁舎整備基本構想（素案）を作成す
るとともに、その他公共施設の再編・再配置の将来像を描いた「まちづくりのグラン
ドデザイン」の案をまとめ、市長に答申する予定です。
■問合　総合政策課庁舎整備推進室　☎０２８７－８３－１１１２　
　　　　Ｅメール：sohgohseisaku@city.nasukarasuyama.lg.jp ▲市ホームページ
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14点

15点

15点

73点

２
次
評
価

３
次
評
価

約19,500 ㎡
※災害警戒区域を除いた場合
　約 15,600 ㎡
市有地 民有地 市有地および民有地

約7,400 ㎡ 約 13,400 ㎡

土地所有

【経済性】
①概算総事業費　※１
②国からの有利な財政支
援措置（都市再生整備関
連事業）の活用　※２

①約51.6億円
②用途地域に該当しない
→現状では活用不可

①約44.7億円
②用途地域に該当する
→活用可

①約43.7億円
②用途地域に該当する
→活用可

①庁舎を南側に配置す
る必要があり、駐車場
が南北に長くなる
①県条例に基づき東側
崖地から一定距離を
確保する必要あり
②道路整備のため民有
地の用地買収が必要
→用地交渉未着手

①市道で敷地が分断さ
れているところや周
辺住宅地の生活環境
に配慮した施設計画
が必要
②民有地の用地買収が
必要
→用地交渉未着手

①県道に接道した形が
整っている敷地で、効
率的な施設計画がで
きる
①未整備の都市計画道
路の検討が必要
②民有地の用地買収が
必要
→一団の土地を有する
地権者と交渉中。買収
に向けて理解を示し
てくれている

【実現性】
①庁舎や駐車場が配置し
やすく利用しやすい地
形であるか

②用地取得の見通し

※１　概算総事業費：庁舎整備費（土地取得・移設補償費含む）に、庁舎整備に必要な道路整備費を加えた費用。
※２　都市再生整備関連事業：都市の再生に必要な公共公益施設の整備などを行う際に国から交付される交付金など。

この支援を受けるには、都市計画法に基づく用途地域（その地域にどんな建物を建てるかあらかじめ決められて
いる地域）に該当することが条件。

・市有地が広い
・他候補地より事業費が高い
・敷地東側が土砂災害警戒区域に該当

金井一丁目地内 ＪＲ烏山駅周辺

中央公園 金井一丁目
地内

ＪＲ烏山駅
周辺

新
庁
舎
建
設
候
補
地
３
次
評
価
を
実
施

全
会
一
致
で「
Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
周
辺
」を
選
定

　

６
月
28
日
㈮
に
第
11
回
庁
舎
整
備

検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
新
市
庁
舎

の
建
設
候
補
地
の
選
定
が
行
わ
れ
ま

し
た
。本
号
で
は
、
そ
の
内
容
を
お
伝

え
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
計
10
回
に
わ
た
る
庁
舎

整
備
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、「
庁
舎

方
式
（
本
庁
方
式
・
分
庁
方
式
）
の
あ
り
方
」

や「
既
存
４
庁
舎（
烏
山
庁
舎
・
南
那
須
庁
舎
・

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
水
道
庁
舎
）
の
あ
り

方
」、
そ
し
て
新
庁
舎
の
規
模
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。ま

た
、
新
庁
舎
の
候
補
地
に
つ
い
て
は
、

「
総
合
計
画
と
の
整
合
」「
利
便
性
」「
将

来
性
」
の
３
つ
の
観
点
か
ら
２
次
評
価

を
実
施
し
、「
中
央
公
園
」「
金
井
一
丁

目
地
内
」「
Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
周
辺
」の
３
か

所
に
絞
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
第
11
回
検
討
委
員
会
で

は
、「
経
済
性
」「
実
現
性
」の
２
つ
の
観

点
に
基
づ
く
委
員
へ
の
事
前
ア
ン

ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
や
市
民
の
声
を

踏
ま
え
、
総
合
的
な
視
点
に
よ
る
３
次

評
価
を
行
っ
た
結
果
、
全
会
一
致
で
Ｊ

Ｒ 

烏
山
駅
周
辺
が
候
補
地
に
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

　庁舎整備検討委員会の若手委員６名により結成
された「なすからのまちづくりを考える若手有志
の会」主催で、若手世代を中心に実施した市の理想
像を問うアンケートの結果報告会が開催されまし
た。報告会では、
川俣純子市長が
出席し、市民と
の意見交換会も
行われました。

「那須烏山市の地域振興（まちづくり）を考える」
意見交換会 ６月２０日（木）開催

　那須烏山市観光協会および那須烏山商工会の主
催で、ＪＲ烏山線の存続と中心市街地の活性化を
テーマに、行政や市民団体を交えた市民との意見
交換会が開催されました。

　ＪＲ烏山線を活用して庁舎に来庁する人はそう多くはないかもしれないが、自分で車を運転でき
ない高齢者であっても、公共交通機関を使って来庁することができるという選択肢ができたことは
大きいと考える。新庁舎がＪＲ烏山駅の近くに整備されることで、市民にとって、電車という庁舎へ
のアクセス方法ができることは大きな利点であり、烏山市街地の活性化による賑わい創出や、ＪＲ烏
山線の利用向上へのきっかけになるなど、波及効果も期待できる。
　合併を経た自治体にとって、庁舎建設の候補地を選定することは非常に難しい作業になる。各委員
は居住地や立場の違いから、候補地に関する考えも異なると思料していたが、一つひとつ課題をクリ
アしながら慎重な議論を重ねた結果、全会一致でＪＲ烏山駅周辺が候補地に選定された意義は非常
に大きい。

・吹奏楽の発表ができるホールが欲しい。
・ＪＲ烏山駅前が閑散としている。駅前に若者は
じめ多世代が気軽に集まれる場所や施設があ
ると良い。

・市民がスポーツを楽しめる交流施設がほしい。
・子どもが遊べる公園や、親同士が交流できる子
育て施設がほしい｡

・多世代交流ができる居場所づくりが大切。

■２次評価および３次評価に向けた
　委員への事前アンケート集計結果

■３次評価に向けた
　委員への事前アンケートでの主な意見
中央公園

■市民の声
　本市のまちづくりなどに関し、市民団体や関係機関による意見交換会が行われました。
　庁舎整備をはじめ、その他公共施設、将来における本市のあるべき姿などについて、
参加した市民から数多くのご意見をいただきました。

・有利な財政支援措置の活用が見込める
・用地取得の見通しが不透明
・敷地が道路で分断され庁舎建設の阻害要因になる

金井一丁目地内

・他候補地より事業費が安い
・有利な財政支援措置の活用が見込める
・ＪＲ烏山線の存続対策として絶好の立地

ＪＲ烏山駅周辺

市民からの意見
・ＪＲ烏山線は観光的に非常に大きな資源。
・市庁舎は、ＪＲ烏山駅前に整備するのが良い。
この場合、土・日曜日もコミュニティスペース
として有効活用を図ってほしい。

・老若男女がふれあえる場所や機会があること
が重要で、ハードとソフトが連動する仕掛けが
必要だ。

・ＪＲ烏山駅東側の将来的な活用も視野に入れ
た検討を行うべきだ。

　今後は、これまで議論されてきた結果を反映した庁舎整備基本構想（素案）を作成す
るとともに、その他公共施設の再編・再配置の将来像を描いた「まちづくりのグラン
ドデザイン」の案をまとめ、市長に答申する予定です。
■問合　総合政策課庁舎整備推進室　☎０２８７－８３－１１１２　
　　　　Ｅメール：sohgohseisaku@city.nasukarasuyama.lg.jp ▲市ホームページ
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　川俣純子市長は、６月21日（金）・25日（火）に市内の企業５社を訪問しました。
　この事業は、市長が市内企業を訪問して情報交換を行うことで、産業動向を把握し、企業と
の連携を深めることがねらい。各企業の代表者と市長は、事業の内容や今後の展望、社会情勢
による企業活動への影響、求人の状況などについて意見交換をしました。その後市長は、事業
所内を見学し、工程や設備などの説明を受けながら理解を深めました。

　歯周病は、歯と歯茎の隙間に侵入した細菌が炎症を起こすこ
とで、歯茎を支える骨などが溶けてしまう病気です。歯のみがき
残しにより歯垢が増えることが原因と言われています（図１）。
　歯周病は、気づかないうちに進行し、心臓病や糖尿病など様々
な病気を引き起こしたり、悪化させたりすることもあります。

　市では、地元の中学生や高校生、就職活動を控える地元出身の大学生や専門学生など
に向け、企業の代表者や若手従業員のインタビューを動画と記事で配信しています。　
　市内の企業の魅力をのぞいてみませんか？

市内企業との連携強化に向け

市内の企業を知ろう！

掲載企業（順不同）
（株）荒川建設　　　　　（株）田中電気研究所
中村技研（株）　　　　　（株）アヤラ産業
日本サンタック（株）　　（有）吉成印刷
（株）悠愛　　　　　　　（有）小澤製作所
（株）ジーク　　　　　　（株）烏山城カントリークラブ
（株）アミノ　　　　　　烏山信用金庫
リンレイテープ（株）

㈲佐藤精機  三箇22-2

市長が企業訪問を実施
“お口”の健康を守るために

歯周病を知っていますか？

＼ワンコインで受診できます／

集団歯科健診

歯科健診でお口の健康づくりをしましょう！

　歯周病の予防には、毎日の丁寧な歯みがきやバランスの良い
食事、十分な睡眠など健康的な生活を心がけましょう。また、か
かりつけ歯科医を持ち、定期的に歯科健診を受診することも大
切です。
　しかし、令和３年度に実施した生活習慣に関する実態調査に
よると、市民の約６割が定期的に歯科健診を受診していないこ
とが分かります（図2）。歯を失う原因となる歯周病の予防や早期
発見・治療につなげるため、歯科健診でお口の中の状態をチェッ
クしてもらいましょう。

期日｜９月29日（日）　　 浅倉精一先生（浅倉歯科医院）
11月３日（日・祝） 　石川俊一郎先生（石川歯科医院）
※両日とも健診時間は午前８時30分～正午

場所｜保健福祉センター（田野倉85-1）
対象｜20歳以上の市民
内容｜歯科医師の問診・診察、歯科衛生士の歯科指導・相談
申込｜健診予約サイトまたは電話で下記あて申し込む。

場所｜浅倉歯科医院、石川歯科医院
(金井１丁目)、石川歯科医院(金
井２丁目)、石倉歯科医院、岡林
歯科医院、スマイル歯科、藤
井歯科医院、みどり歯科、若
林歯科医院

対象｜満20歳・30歳・40歳・50歳・
60歳・70歳の人

　市では、市民の皆さんに気軽に歯科健診を受診してもらうた
め、集団歯科健診の実施や個別歯科健診にかかる受診費用の助
成を行っています。どちらも、通常4,000円程度かかるところを
500円で受診できますので、ぜひ、この機会に歯科健診を受け、
お口の中から健康づくりに取り組みましょう。

歯周病を予防するためには

定期的に　　　　        を受けましょう

高精密部品加工の製造に試験導
入しているロボットを見学

インバースネット㈱  大桶970
情報通信機器のリユース工程の
見学

㈱三森製作所  中山780-6
工業用バルブ製品の説明と製造
現場の見学

富双ゴム工業㈱  藤田1181-143
建築や工業に用いられるゴム製
品の説明

㈱高津製作所  八ケ代625-2
セル生産方式における精密加工
の工程を見学

商工観光課YouTube

市ホームページ

動画イメージ

◀集団歯科健診の
　詳細はこちら

図1　正常な歯と歯周病の比較

図2　定期的な歯科健診の受診率
（令和３年度生活習慣に関する実態調査より）

歯 科 健 診

個別歯科健診

◀健診予約サイトの
　詳細はこちら

▲集団歯科健診の様子

※対象者には５月に通知やはがきで案内を
送付しています。詳細は案内をご確認くだ
さい。

■問合　健康福祉課健康増進グループ　☎０２８７－８８－７１１５

受けていない
63%

受けていない
63%

受けていない
63%

不明
4%

不明
4%

不明
4%

受けている
33%

受けている
33%

受けている
33%

深さが1mm程度まで
歯肉溝

歯周病菌など細菌の
温床になる

歯垢・歯石

歯周病菌により
歯肉に炎症が起こり、
歯肉溝が深くなっている

歯周ポケット

溶け始めている
歯槽骨

ピンクで
引き締まっている

歯肉
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　川俣純子市長は、６月21日（金）・25日（火）に市内の企業５社を訪問しました。
　この事業は、市長が市内企業を訪問して情報交換を行うことで、産業動向を把握し、企業と
の連携を深めることがねらい。各企業の代表者と市長は、事業の内容や今後の展望、社会情勢
による企業活動への影響、求人の状況などについて意見交換をしました。その後市長は、事業
所内を見学し、工程や設備などの説明を受けながら理解を深めました。

　歯周病は、歯と歯茎の隙間に侵入した細菌が炎症を起こすこ
とで、歯茎を支える骨などが溶けてしまう病気です。歯のみがき
残しにより歯垢が増えることが原因と言われています（図１）。
　歯周病は、気づかないうちに進行し、心臓病や糖尿病など様々
な病気を引き起こしたり、悪化させたりすることもあります。

　市では、地元の中学生や高校生、就職活動を控える地元出身の大学生や専門学生など
に向け、企業の代表者や若手従業員のインタビューを動画と記事で配信しています。　
　市内の企業の魅力をのぞいてみませんか？

市内企業との連携強化に向け

市内の企業を知ろう！

掲載企業（順不同）
（株）荒川建設　　　　　（株）田中電気研究所
中村技研（株）　　　　　（株）アヤラ産業
日本サンタック（株）　　（有）吉成印刷
（株）悠愛　　　　　　　（有）小澤製作所
（株）ジーク　　　　　　（株）烏山城カントリークラブ
（株）アミノ　　　　　　烏山信用金庫
リンレイテープ（株）

㈲佐藤精機  三箇22-2

市長が企業訪問を実施
“お口”の健康を守るために

歯周病を知っていますか？

＼ワンコインで受診できます／

集団歯科健診

歯科健診でお口の健康づくりをしましょう！

　歯周病の予防には、毎日の丁寧な歯みがきやバランスの良い
食事、十分な睡眠など健康的な生活を心がけましょう。また、か
かりつけ歯科医を持ち、定期的に歯科健診を受診することも大
切です。
　しかし、令和３年度に実施した生活習慣に関する実態調査に
よると、市民の約６割が定期的に歯科健診を受診していないこ
とが分かります（図2）。歯を失う原因となる歯周病の予防や早期
発見・治療につなげるため、歯科健診でお口の中の状態をチェッ
クしてもらいましょう。

期日｜９月29日（日）　　 浅倉精一先生（浅倉歯科医院）
11月３日（日・祝） 　石川俊一郎先生（石川歯科医院）
※両日とも健診時間は午前８時30分～正午

場所｜保健福祉センター（田野倉85-1）
対象｜20歳以上の市民
内容｜歯科医師の問診・診察、歯科衛生士の歯科指導・相談
申込｜健診予約サイトまたは電話で下記あて申し込む。

場所｜浅倉歯科医院、石川歯科医院
(金井１丁目)、石川歯科医院(金
井２丁目)、石倉歯科医院、岡林
歯科医院、スマイル歯科、藤
井歯科医院、みどり歯科、若
林歯科医院

対象｜満20歳・30歳・40歳・50歳・
60歳・70歳の人

　市では、市民の皆さんに気軽に歯科健診を受診してもらうた
め、集団歯科健診の実施や個別歯科健診にかかる受診費用の助
成を行っています。どちらも、通常4,000円程度かかるところを
500円で受診できますので、ぜひ、この機会に歯科健診を受け、
お口の中から健康づくりに取り組みましょう。

歯周病を予防するためには

定期的に　　　　        を受けましょう

高精密部品加工の製造に試験導
入しているロボットを見学

インバースネット㈱  大桶970
情報通信機器のリユース工程の
見学

㈱三森製作所  中山780-6
工業用バルブ製品の説明と製造
現場の見学

富双ゴム工業㈱  藤田1181-143
建築や工業に用いられるゴム製
品の説明

㈱高津製作所  八ケ代625-2
セル生産方式における精密加工
の工程を見学

商工観光課YouTube

市ホームページ

動画イメージ
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図1　正常な歯と歯周病の比較

図2　定期的な歯科健診の受診率
（令和３年度生活習慣に関する実態調査より）

歯 科 健 診

個別歯科健診

◀健診予約サイトの
　詳細はこちら

▲集団歯科健診の様子

※対象者には５月に通知やはがきで案内を
送付しています。詳細は案内をご確認くだ
さい。
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受けていない
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受けている
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33%

受けている
33%

深さが1mm程度まで
歯肉溝

歯周病菌など細菌の
温床になる

歯垢・歯石

歯周病菌により
歯肉に炎症が起こり、
歯肉溝が深くなっている

歯周ポケット

溶け始めている
歯槽骨

ピンクで
引き締まっている

歯肉
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　６月19日（水）、市役所烏山庁舎で「社会を明るく
する運動に関する内閣総理大臣メッセージ伝達
式」が行われ、南那須保護区保護司会那須烏山分区
の佐竹信哉分区長と萩原光男副分区長が来庁しま
した。この運動は、犯罪や非行の防止と犯罪や非行
をした人たちの更生について社会全体で理解を深
め、安全・安心な地域社会を築くための全国的な取
り組みです。
　また、同会は７月の社会を明るくする運動強化
月間に併せ、７月27日（土）に山あげ祭で啓発活動
を実施。観光客らに啓発グッズを配布しました。

　６月28日（金）、城東地区を流れる那珂川の堤防
にある城東第一排水樋管及び排水施設の作動訓練
が行われ、市議会議員や地元消防団、地域住民など
約30人が参加しました。
　城東第一排水樋管は、城東地区の雨水などを排
出する水路に那珂川の増水による逆流を防ぐため
の水門で、排水施設は樋管を閉じた際の内水を排
出するためのポンプ設備です。
　参加者は機器の説明を受けた後、作動手順に沿
い樋管の閉門確認と排水ポンプの作動を確認しま
した。

台風や豪雨災害に備え
城東排水施設の作動を確認

犯罪や非行防止を目指して
社会を明るくする運動

樋
管
の
閉
門
を
確
認
す
る
参
加
者

伝
達
式
の
様
子

谷口さん、澤村さん、笹崎さんが満１００歳

７月21日（日）に開催したアーチェリー体験会の様子

アーチェリーってどんな競技？
　アーチェリーは、洋弓で的をめがけて矢を放
ち、的の中心に近い位置に当てるほど得点が高
くなるルールで、点数制で競う競技です。70ｍ
も離れた位置から矢を放つため、選手の立ち位
置から肉眼では的の中心がほとんど見えませ
ん。風の影響による矢飛びや距離の見極めなど
判断力も重要な競技です。
　また、年齢や性別を問わずだれでも気軽に楽
しめるため、生涯スポーツとしての人気がとて
も高いです。自分の体格に合った道具を使用す
ることで、子どもからお年寄りまで楽しむこと
ができます。

◇
　令和４年に開催された「第77回国民体育大
会」では、本市でアーチェリー競技を実施しま
した。その後も本市では、アーチェリー競技に
親しみ、楽しむ人を増やそうと体験教室や大会
誘致に取り組んでいます。
■問合　生涯学習課スポーツ振興グループ
　　　　☎０２８７－８８－６２２３

※観戦の事前申し込みは不要です。なお、観戦するときは、
安全な大会運営のために会場アナウンスに従ってくだ
さい。大桶運動公園内は、立入禁止区域がありますので
ご注意ください。

アーチェリー競技を見に行こう！
本市で関東地区大会が開催されます

関東地区ターゲットアーチェリー選手権大会
日時：９月８日（日）午前10時10分　競技開始
場所：大桶運動公園

選手たちが技術を競い合う姿を観戦してみませんか？
１射ごとの手に汗握る展開をお見逃しなく！

　台風などの水害に備え、那須烏山市と那珂川町などによる「南那
須地区総合水防訓練」が７月７日（日）、緑地運動公園で行われ、川俣
純子市長や小松重隆副町長をはじめ、両市町、消防、警察など約
４７０人が参加し、連携を強めました。
　コロナ禍などで中止が続き、７年ぶりとなった本訓練では、台風
による集中豪雨により河川堤防が多数決壊し、甚大な被害が発生
したことを想定。川俣市長を本部長に広域災害対策本部を設置し、
現場の対応について指示を出しました。訓練では、消防署員の指導
のもと、両市町の消防団が土のう積みや倒木などを除去するため
のチェーンソー操作、ロープ結索のほか、初の試みとして消防団女
性部の指導による心肺蘇生法の訓練が行われ、心臓マッサージや
AEDの使い方などを学びました。また、県消防防災ヘリ「おおる
り」による救出・救助訓練も行われました。

◇
　この訓練に先立ち、市消防団（大橋昭一団長）の夏季点検が同日開か
れ、正副団長、消防団８分団37部・女性部が参加しました。当日は、
有事の際に万全の体制で出動できるよう、服装や機械器具の点検
を行いました。

連携強め非常時に備える
南那須地区総合水防訓練・夏季点検

県消防防災ヘリ「おおるり」による救出・救助訓練

ドローンによる映像で被害を確認する
広域災害対策本部

消防団女性部の指導による心肺蘇生法の訓練

　谷口キイさん（三箇）が６月20日（木）に、澤村トクさん（上境）が７月４日（木）に、笹崎道子さん（滝田）が７
月15日（月・祝）に満１００歳の誕生日を迎え、市から記念品等が贈られました。

　谷口さんは、現在、市内の介
護施設で暮らしています。甘い
ものとおしゃべりが大好きで、
毎日の楽しみは友人と何気な
い会話をすることだそうです。
　何事も無理をしないことが
長生きの秘訣と話す谷口さん。
お子さんやお孫さんが誕生日
をお祝いしてくれたそうで、
「大勢の人にお祝いされてうれ
しい」と話していました。

　澤村さんは、現在、市外でご
家族と暮らしていて、ラジオを
聴くことが日課だそうです。現
在も自分の足で歩くことがで
き、デイサービスでは音楽に合
わせて体を動かすリズム体操
も行います。
　１００歳を迎え、うれしいと
笑顔を見せる澤村さん。これか
らの目標は「兄と同じく１０３
歳を迎えること」と教えてくれ
ました。

　笹崎さんは、現在、市内の介
護施設で暮らし、折り紙やカラ
オケを楽しんでいます。以前は
旅行が趣味で、国内47都道府県
すべてを制覇。また、JR烏山線
を利用した旧烏山町の町民号
には、初回から第14回まで連続
して参加したそうです。
　誕生日当日はお子さんなど
総勢12人が集まり、楽しい時間
を過ごしたそうです。

谷口さん谷口さん 澤村さん澤村さん 笹崎さん笹崎さん
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放課後児童クラブ

　金枝さんは市内の病院で、座る・立つ・
歩くといった基本動作に対してリハビリ
を行い、生活機能の回復を図る理学療法
士として働いています。患者さんの生活
背景を想像し、医師や看護師などと連携
しながら、一人ひとりに合ったリハビリ
を行っているそうで、「自分たちのサポー
トで患者さんが徐々にできることが増
え、元気になっていく姿を見ると自分事
のように嬉しいし、やりがいにもつなが
る」と笑顔を見せます。
　「病院内だけでなく、地域全体をリハビ
リで元気にしたい」という思いから、２年
前に市内の病院や施設に勤めるリハビリ
専門職のネットワーク組織「那須烏山市
リハビリ専門職連携会」を結成した金枝
さん。現在、12人の会員と定期的に情報を
共有しながら活動しています。特に、働き
世代の生活習慣病予防や高齢世代の介護
予防のための運動指導に力を入れてお
り、これまでに、ふれあいの里や市内の各
種イベントなどで運動やストレッチ教
室、介護指導などを開催してきました。
　今後について金枝さんは「病院で患者
さんをサポートすることはもちろん、積
極的に地域に参入し、リハビリの専門知
識を活かして皆さんの健康づくりに貢献
したい」と意気込みを語りました。

患者さんに寄り添う金枝さん

那須烏山市リハビリ専門職連携会
の活動の様子

リハビリで地域を元気に

　市では、保護者が就労などで昼間家庭にいない市内小学校の児童
に対し、放課後や学校の長期休業中などに適切な遊びや生活の場を
提供しています。

【対象】小学校１年生～６年生の児童で、保護者および家族が就労な
どそのほかの理由で保育できない児童

【設置場所】市内５つの小学校の余裕教室
【利用時間】・月曜日～金曜日：下校時～午後６時30分
             ・土曜日、長期休業中（春・夏・冬休み）および学校行事の振

替休日など：午前７時30分～午後６時30分
             ・延長時間：午後６時30分～７時
【利用料金・おやつ代】利用形態により異なります。市ホームページ

でご確認ください。
【利用申込】通常利用、長期休業中のみの利用に限らず、毎年利用申込

が必要です。募集開始時には、広報お知らせ版および市
ホームページで案内します。

申込期間：現年度分は定員に満たないクラブのみ随時、次年度分は
10月～11月に申し込みを受け付けます。

必要書類：利用申込書、保護者の就労証明書など

■問合　こども課こども館グループ
　　　　☎０２８７－８０－０２８１

【利用選考】
・先着順ではなく、期間内に申し込みの
あった低学年などの優先度の高い順に利
用決定をします。
・次年度の夏休みなどの長期休業中のみ利
用を希望する場合でも、10月～11月の
申込期間に申し込みください。次年度の
休み直前では、利用定員により申し込み
できない場合があります。

夏は台風や豪雨などによる災害が発生する危険性が
高くなります。災害が起きた際も慌てず行動できるよ
うに、日頃から災害に備える取り組みをお願いします。

日頃からの備え
　家具や家電製品は、固定するなど転倒防止策を行い、
水害による被害が想定される場合は、2階以上に物を移
動しましょう。また、自宅内の避難経路確保のために、
不要なものは処分したり、リサイクルに出したりする
など整理しておきましょう。
もし災害が起こったら…
　災害が発生した場合、ごみを出す仮置き場を設置し
ます。仮置き場へ出すごみは、被災した住宅などを片付
ける際に出る畳、家具、家電製品や、壊れた住宅などを
撤去する際に出る木くず、コンクリートがらなどのみ
です。仮置き場へ出すごみも分別は必ず行ってくださ
い。分別が不十分だと、処理時間の増加や悪臭・害虫の
発生、火災の原因になります。また、生活で出るごみは、
平常どおりごみステーションへ出してください。

■問合　まちづくり課環境グループ
　　　　☎０２８７－８３－１１２０

那須烏山市　ごみ分別だより
◇日頃からの備え

◇仮置き場における分別の例

もしもの時に備えて～災害ごみ～

可燃性粗大

□ 家具などを固定する □ 不要なものは処分しておく

木製家具 柱角材 不燃性粗大

畳 瓦

家電類

コンクリート

布団 陶器 ガラス

出
入
口

放課後児童クラブの様子

市ホームページ

市民窓口グループ

Ｓさん職員の声職員の声

私は戸籍業務
をはじめ、窓口
の手続き全般を
担当していま
す。特に戸籍の
届出は、同じ届
出でも人によっ

てチェックする場所や記入方法が異なるた
め、戸籍に関する知識はもちろん、一人ひと
りに合った柔軟な対応が求められる業務で
す。
　日々、業務の難しさを実感していますが、今
後も正確に対応できるよう努めていきます。

「市役所の顔として信頼される窓口を目指します」
　烏山庁舎の正面玄関を入って最初の窓口が市民課市民
窓口グループです。住民票、印鑑登録証明書、戸籍謄抄
本などの発行はもちろん、住所の異動や保険証の得喪手
続き、各種戸籍届出の受付、パスポートの申請受付・交
付、マイナンバーカードの発行・更新を担当していま
す。また、健康福祉課・こども課の一部業務を行ってい
ます。
　今後も市役所の顔として市民から信頼され、親しまれ
る窓口を目標に、グループ全員で努力していきます。

市民課市民窓口グループ

主な仕事内容と働く職員の声を紹介します。主な仕事内容と働く職員の声を紹介します。主な仕事内容と働く職員の声を紹介します。主な仕事内容と働く職員の声を紹介します。

理 学 療 法 士 金 枝 芳 明 さん
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放課後児童クラブ

　金枝さんは市内の病院で、座る・立つ・
歩くといった基本動作に対してリハビリ
を行い、生活機能の回復を図る理学療法
士として働いています。患者さんの生活
背景を想像し、医師や看護師などと連携
しながら、一人ひとりに合ったリハビリ
を行っているそうで、「自分たちのサポー
トで患者さんが徐々にできることが増
え、元気になっていく姿を見ると自分事
のように嬉しいし、やりがいにもつなが
る」と笑顔を見せます。
　「病院内だけでなく、地域全体をリハビ
リで元気にしたい」という思いから、２年
前に市内の病院や施設に勤めるリハビリ
専門職のネットワーク組織「那須烏山市
リハビリ専門職連携会」を結成した金枝
さん。現在、12人の会員と定期的に情報を
共有しながら活動しています。特に、働き
世代の生活習慣病予防や高齢世代の介護
予防のための運動指導に力を入れてお
り、これまでに、ふれあいの里や市内の各
種イベントなどで運動やストレッチ教
室、介護指導などを開催してきました。
　今後について金枝さんは「病院で患者
さんをサポートすることはもちろん、積
極的に地域に参入し、リハビリの専門知
識を活かして皆さんの健康づくりに貢献
したい」と意気込みを語りました。

患者さんに寄り添う金枝さん

那須烏山市リハビリ専門職連携会
の活動の様子

リハビリで地域を元気に

　市では、保護者が就労などで昼間家庭にいない市内小学校の児童
に対し、放課後や学校の長期休業中などに適切な遊びや生活の場を
提供しています。

【対象】小学校１年生～６年生の児童で、保護者および家族が就労な
どそのほかの理由で保育できない児童

【設置場所】市内５つの小学校の余裕教室
【利用時間】・月曜日～金曜日：下校時～午後６時30分
             ・土曜日、長期休業中（春・夏・冬休み）および学校行事の振

替休日など：午前７時30分～午後６時30分
             ・延長時間：午後６時30分～７時
【利用料金・おやつ代】利用形態により異なります。市ホームページ

でご確認ください。
【利用申込】通常利用、長期休業中のみの利用に限らず、毎年利用申込

が必要です。募集開始時には、広報お知らせ版および市
ホームページで案内します。

申込期間：現年度分は定員に満たないクラブのみ随時、次年度分は
10月～11月に申し込みを受け付けます。

必要書類：利用申込書、保護者の就労証明書など

■問合　こども課こども館グループ
　　　　☎０２８７－８０－０２８１

【利用選考】
・先着順ではなく、期間内に申し込みの
あった低学年などの優先度の高い順に利
用決定をします。
・次年度の夏休みなどの長期休業中のみ利
用を希望する場合でも、10月～11月の
申込期間に申し込みください。次年度の
休み直前では、利用定員により申し込み
できない場合があります。

夏は台風や豪雨などによる災害が発生する危険性が
高くなります。災害が起きた際も慌てず行動できるよ
うに、日頃から災害に備える取り組みをお願いします。

日頃からの備え
　家具や家電製品は、固定するなど転倒防止策を行い、
水害による被害が想定される場合は、2階以上に物を移
動しましょう。また、自宅内の避難経路確保のために、
不要なものは処分したり、リサイクルに出したりする
など整理しておきましょう。
もし災害が起こったら…
　災害が発生した場合、ごみを出す仮置き場を設置し
ます。仮置き場へ出すごみは、被災した住宅などを片付
ける際に出る畳、家具、家電製品や、壊れた住宅などを
撤去する際に出る木くず、コンクリートがらなどのみ
です。仮置き場へ出すごみも分別は必ず行ってくださ
い。分別が不十分だと、処理時間の増加や悪臭・害虫の
発生、火災の原因になります。また、生活で出るごみは、
平常どおりごみステーションへ出してください。

■問合　まちづくり課環境グループ
　　　　☎０２８７－８３－１１２０

那須烏山市　ごみ分別だより
◇日頃からの備え

◇仮置き場における分別の例

もしもの時に備えて～災害ごみ～

可燃性粗大

□ 家具などを固定する □ 不要なものは処分しておく

木製家具 柱角材 不燃性粗大

畳 瓦

家電類

コンクリート

布団 陶器 ガラス

出
入
口

放課後児童クラブの様子

市ホームページ

市民窓口グループ

Ｓさん職員の声職員の声

私は戸籍業務
をはじめ、窓口
の手続き全般を
担当していま
す。特に戸籍の
届出は、同じ届
出でも人によっ

てチェックする場所や記入方法が異なるた
め、戸籍に関する知識はもちろん、一人ひと
りに合った柔軟な対応が求められる業務で
す。
　日々、業務の難しさを実感していますが、今
後も正確に対応できるよう努めていきます。

「市役所の顔として信頼される窓口を目指します」
　烏山庁舎の正面玄関を入って最初の窓口が市民課市民
窓口グループです。住民票、印鑑登録証明書、戸籍謄抄
本などの発行はもちろん、住所の異動や保険証の得喪手
続き、各種戸籍届出の受付、パスポートの申請受付・交
付、マイナンバーカードの発行・更新を担当していま
す。また、健康福祉課・こども課の一部業務を行ってい
ます。
　今後も市役所の顔として市民から信頼され、親しまれ
る窓口を目標に、グループ全員で努力していきます。

市民課市民窓口グループ

主な仕事内容と働く職員の声を紹介します。主な仕事内容と働く職員の声を紹介します。主な仕事内容と働く職員の声を紹介します。主な仕事内容と働く職員の声を紹介します。

理 学 療 法 士 金 枝 芳 明 さん
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夫
婦
仲
補
い
合
っ
て
共
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髪

萩
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宣
子（
中　

央
）

子
離
れ
し
そ
れ
か
ら
犬
の
パ
パ
と
マ
マ

塩
坂
美
枝
子（
南
大
和
久
）

月
無
く
て
飛
び
交
う
蛍
増
し
て
見
え

菊
地　
　

宏（
中　

央
）

門
出
す
る
若
い
二
人
に
愛
の
歌

石
川　

義
郎（
興　

野
）

◇『凡才』 ｉｍａｓｅ
◇『ＳＣＩＥＮＣＥ　ＦＩＣＴＩＯＮ』
 宇多田　ヒカル
◇『ネオン』 水曜日のカンパネラ
◇『盆踊りの音楽　ベスト』
 大塚　文雄ほか
◇『ピクサー・ベスト』
 ダイアモンド・ユカイほか

◇『書店員は見た！』 森田　めぐみ
◇『私の人生論』 美輪　明宏
◇『神秘的で美しい星図鑑』
 丹野　佳代子
◇『宇都宮とジャズ』
 うつのみやジャズのまち委員会
◇『九人のレジェンドと愚か者が一人』
 本城　雅人

◇『懐かしくて新しい「銭湯学」』
 町田　忍
◇『みんなの節電生活』 木村　俊雄
◇『おいしい子育て』 平野　レミ
◇『ミラクルうまいさんと夏』
 令丈　ヒロ子
◇『きょうおひさまがでなかったら』
 塚本　やすし

◇『保護ねこものがたり』 大塚　敦子
◇『かたづけ大作戦』 志津　栄子
◇『みんなであいうえお』
 スギヤマ　カナヨ
◇『ちんあなごのしんかいツアー』
 大塚　健太
◇『おふくさんのきもだめし』
 服部　美法

　大盛況に終わった山あげ祭。今
年も市内外から多くの笑顔が集
まりました。広報担当は毎日取材
をさせていただきましたが、とに
かく暑い、熱い！記憶に残る３日
間になりました。お祭りは終わっ
ても、しばらくは暑い日が続きそ
うですが、皆さん体調に気を付け
て、引き続き楽しい夏をお過ごし
ください。（Ｔ）
　４度目となった山あげ祭の取
材。暑さに負けず、今年も無事に
編集までたどり着くことができ
ました。祭り２日目の撮影中に、
突然の豪雨に遭遇。そのとき、近
くにいた観客の方が私に傘を差
し掛けてくださったんです。おか
げで、私もカメラもずぶ濡れにな
らずに済みました。本当にありが
とうございました！（М）

◆一般図書◆

南那須図書館　☎0287-88-2748　Fax88-0204
烏山図書館     ☎0287-82-3062　Fax82-7566

毎
月
５
日
ま
で
に
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合
政
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課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ

（
〒
3
2
1

－

0
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2
那
須
烏
山
市
中
央
1
丁
目

1
番
1
号
）
あ
て
、
郵
送
な
ど
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

図書館HPから新着図書が検索できます。　https://lib-nasukarasuyama.jp/
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◆児童図書◆

◆ＣＤ◆

◆電子図書◆

新着図書新着図書
人口

令和６年７月1日現在

男
出生
転入

11,387
6
37

11,502
30
43

女
死亡
転出

22,889（－30）

世帯数 9,014
※（　）対前月比
※令和2年国勢調査を基に集計した
　統計人口です。

※（　）対前月比
※令和2年国勢調査を基に集計した
　統計人口です。
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ビ
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古
内　

晴
代（
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井
）

作品
募集

お 知 らせ

令和６年度コミュニティ助成事業報告
　（一財）自治総合センターでは、宝くじの社会貢献広報事業として、集会施設やコミュニティ活
動備品の整備に対して助成を行い、地域のコミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地域
社会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与するための「コミュニ
ティ助成事業」を行っています。
　コミュニティ助成事業のメニューのうち「一般コミュニティ助
成事業」を活用し、大桶中自治会がエアコン、集会用テント、イス、
長テーブルなどの整備を行いました。
■問合　まちづくり課　☎０２８７－８３－１１５１

せ

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保　

護　

者
）住　
　

所

水　

井　
　

詩　
（
健
太
・
麻
衣
）大  　
金

南　

木　

陽　

凪
（
風
海
・
美
帆
）中
央
二
丁
目

塩　

谷　

心　

玖
（
拓
人
・
美
砂
）田
野
倉

●
第
19
回
那
須
烏
山
市
柔
道
大
会
（
５
月
26
日

㈰
、那
須
烏
山
市
武
道
館
）

【
小
学
１
・
２
年
の
部
】▽
優
勝
：
平
野
陽

仁
（
烏
山
小
）▽
準
優
勝
：
鈴
木
新
士
（
七
合
小
）

▽
第
３
位
：
坂
主
琉
羽（
七
合
小
）

【
小
学
３
・
４
年
の
部
】▽
優
勝
：
大
森
羽

琉（
烏
山
小
）▽
準
優
勝
：
赤
坂
駿
次
郎（
烏
山
小
）

▽
第
３
位
：
平
野
陽
大（
烏
山
小
）

【
小
学
５
・
６
年
の
部
】▽
優
勝
：
鈴
木
想

士（
七
合
小
）▽
準
優
勝
：
赤
坂
厘
太
郎（
烏
山
小
）

▽
第
３
位
：
池
田
志
優（
荒
川
小
）

●
第
26
回
栃
木
県
柔
道
少
年
団
学
年
別
柔

道
選
手
権
大
会
塩
那
支
部
予
選
会
（
６
月
９
日

㈰
、県
北
体
育
館
）

【
３
年
生
軽
量
級
】▽
優
勝
：
平
野
陽
大
（
習
励

館
）

【
５
年
生
軽
量
級
】▽
優
勝
：
赤
坂
厘
太
郎（
習

励
館
）

【
６
年
生
重
量
級
】▽
第
３
位
：
鈴
木
想
士（
習

励
館
）

●
第
46
回
全
日
本
高
齢
者
武
道
大
会（
６
月
３

日
㈪
、日
本
武
道
館
）

【
剣
道
Ａ（
70
〜
74
歳
）】▽
優
勝
・
全
日
本

剣
道
連
盟
賞
：
小
田
弘

●
第
19
回
那
須
烏
山
市
春
季
市
民
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会（
６
月
９
日
㈰
、緑
地
運
動
公
園
）

【
一
般
】▽
優
勝
：
永
島
千
豊
・
小
森
大
輔

▽
準
優
勝
：
矢
口
拓
磨
・
小
池
俊
輔

【
シ
ニ
ア
】▽
優
勝
：
田
中
毅
・
小
堀
幸
男

▽
準
優
勝
：
秋
元
隆
男
・
姿
和
男
▽
第
３
位
：

木
下
光
司
・
三
浦
照
子

【
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
】▽
優
勝
：
今
井
保
二
・

坂
主
慶
子
▽
準
優
勝
：
青
木
と
み
子
・
平

野
幸
子
▽
第
３
位
：
久
保
田
蔦
子
・
丸
山

ミ
ツ
イ

●
第
65
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

兼
第
71
回
全
国
高
等
学
校
剣
道
大
会
県
予

選
会（
６
月
21
日
㈮
・
22
日
㈯
、ユ
ウ
ケ
イ
武
道
館
）

【
女
子
団
体
】▽
準
優
勝
：
小
森
咲
芽（
作
新
学
院
）

【
女
子
個
人
】▽
第
３
位
：
小
森
咲
芽（
作
新
学
院
）

●
第
12
回
那
須
烏
山
市
山
あ
げ
カ
ッ
プ
野

球
大
会（
６
月
22
日
㈯
・
29
日
㈯
・
30
日
㈰
、７
月
６
日

㈯
、緑
地
運
動
公
園
）

【
学
童
の
部
】▽
準
優
勝
：
那
須
烏
山
ク
ラ
ブ

●
第
20
回
栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
５
月
26
日
㈰
、日
環
ア
リ
ー
ナ
栃
木
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
）

【
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
】▽
優
勝
：
関
尚
央（
八
ケ
代
）

●
第
55
回
栃
木
県
事
業
団
剣
道
大
会（
５
月
26

日
㈰
、河
内
体
育
館
）

【
ね
ん
り
ん
の
部
】▽
準
優
勝
：
菊
池
義
夫（
小
倉
）

※

こ
こ
で
は
、
保
護
者
な
ど
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情
報
の
み
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

匿
名
希
望
者
様
24
人
か
ら
合
計
１
０
８
万

７
千
円
が
本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

   

う
た

ひ         

な

み         

く

　令和６年度東京管区気象台長表彰として、宇都宮
地方気象台から市に感謝状が贈呈されました。これ
は、森田地内に設置され
ている地域気象観測所
（アメダス）について、長
年観測業務に協力した功
績により表彰されたもの
です。

気象庁が本市に感謝状
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夫
婦
仲
補
い
合
っ
て
共
白
髪

萩
原　

宣
子（
中　

央
）

子
離
れ
し
そ
れ
か
ら
犬
の
パ
パ
と
マ
マ

塩
坂
美
枝
子（
南
大
和
久
）

月
無
く
て
飛
び
交
う
蛍
増
し
て
見
え

菊
地　
　

宏（
中　

央
）

門
出
す
る
若
い
二
人
に
愛
の
歌

石
川　

義
郎（
興　

野
）

◇『凡才』 ｉｍａｓｅ
◇『ＳＣＩＥＮＣＥ　ＦＩＣＴＩＯＮ』
 宇多田　ヒカル
◇『ネオン』 水曜日のカンパネラ
◇『盆踊りの音楽　ベスト』
 大塚　文雄ほか
◇『ピクサー・ベスト』
 ダイアモンド・ユカイほか

◇『書店員は見た！』 森田　めぐみ
◇『私の人生論』 美輪　明宏
◇『神秘的で美しい星図鑑』
 丹野　佳代子
◇『宇都宮とジャズ』
 うつのみやジャズのまち委員会
◇『九人のレジェンドと愚か者が一人』
 本城　雅人

◇『懐かしくて新しい「銭湯学」』
 町田　忍
◇『みんなの節電生活』 木村　俊雄
◇『おいしい子育て』 平野　レミ
◇『ミラクルうまいさんと夏』
 令丈　ヒロ子
◇『きょうおひさまがでなかったら』
 塚本　やすし

◇『保護ねこものがたり』 大塚　敦子
◇『かたづけ大作戦』 志津　栄子
◇『みんなであいうえお』
 スギヤマ　カナヨ
◇『ちんあなごのしんかいツアー』
 大塚　健太
◇『おふくさんのきもだめし』
 服部　美法

　大盛況に終わった山あげ祭。今
年も市内外から多くの笑顔が集
まりました。広報担当は毎日取材
をさせていただきましたが、とに
かく暑い、熱い！記憶に残る３日
間になりました。お祭りは終わっ
ても、しばらくは暑い日が続きそ
うですが、皆さん体調に気を付け
て、引き続き楽しい夏をお過ごし
ください。（Ｔ）
　４度目となった山あげ祭の取
材。暑さに負けず、今年も無事に
編集までたどり着くことができ
ました。祭り２日目の撮影中に、
突然の豪雨に遭遇。そのとき、近
くにいた観客の方が私に傘を差
し掛けてくださったんです。おか
げで、私もカメラもずぶ濡れにな
らずに済みました。本当にありが
とうございました！（М）

◆一般図書◆

南那須図書館　☎0287-88-2748　Fax88-0204
烏山図書館     ☎0287-82-3062　Fax82-7566

毎
月
５
日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ

（
〒
3
2
1

－

0
6
9
2
那
須
烏
山
市
中
央
1
丁
目

1
番
1
号
）
あ
て
、
郵
送
な
ど
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

図書館HPから新着図書が検索できます。　https://lib-nasukarasuyama.jp/

俳  

句

水
野　

信
一　

選

川  

柳

小
堀　

翆
泉　

選

短  

歌

滝
口　

節
子　

選

◆児童図書◆

◆ＣＤ◆

◆電子図書◆

新着図書新着図書
人口

令和６年７月1日現在

男
出生
転入

11,387
6
37

11,502
30
43

女
死亡
転出

22,889（－30）

世帯数 9,014
※（　）対前月比
※令和2年国勢調査を基に集計した
　統計人口です。

※（　）対前月比
※令和2年国勢調査を基に集計した
　統計人口です。

　編集後記

炎
帝
も
届
か
ず
ひ
そ
と
姫
の
墓

柳　

つ
し
ま（
中　

央
）

炊
き
あ
げ
て
家
族
で
囲
む
豆
ご
飯渡

辺　

節
子（
大　

金
）

梅
雨
じ
め
り
私
も
後
期
高
齢
者

蓮
田　

和
子（
金　

井
）

麦
秋
や
映
像
に
見
ゆ
爆
破
テ
ロ

川
俣
登
志
子（　

旭　

）

梅
雨
入
り
し
気
持
ち
も
沈
む
そ
ん
な
日
は
甘
い
香
り

の
梅
ジ
ャ
ム
作
る

安
藤　

伯
麗（　

旭　

）

片
付
け
む
気
力
体
力
あ
る
う
ち
に
断
捨
離
の
こ
こ
ろ

喜
寿
を
急
き
立
つ

川
俣
登
志
子（　

旭　

）

吾
好
む
み
や
こ
わ
す
れ
の
名
の
由
来
ラ
ジ
オ
に
て
知

り
更
に
愛
し
く

水
上
キ
ヨ
子（
志　

鳥
）

引
退
し
テ
レ
ビ
の
前
に
坐
る
夫
ス
ピ
ー
カ
ー
贈
ら
れ

和
む
リ
ビ
ン
グ

古
内　

晴
代（
金　

井
）

作品
募集

お 知 らせ

令和６年度コミュニティ助成事業報告
　（一財）自治総合センターでは、宝くじの社会貢献広報事業として、集会施設やコミュニティ活
動備品の整備に対して助成を行い、地域のコミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地域
社会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与するための「コミュニ
ティ助成事業」を行っています。
　コミュニティ助成事業のメニューのうち「一般コミュニティ助
成事業」を活用し、大桶中自治会がエアコン、集会用テント、イス、
長テーブルなどの整備を行いました。
■問合　まちづくり課　☎０２８７－８３－１１５１

せ

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保　

護　

者
）住　
　

所

水　

井　
　

詩　
（
健
太
・
麻
衣
）大  　
金

南　

木　

陽　

凪
（
風
海
・
美
帆
）中
央
二
丁
目

塩　

谷　

心　

玖
（
拓
人
・
美
砂
）田
野
倉

●
第
19
回
那
須
烏
山
市
柔
道
大
会
（
５
月
26
日

㈰
、那
須
烏
山
市
武
道
館
）

【
小
学
１
・
２
年
の
部
】▽
優
勝
：
平
野
陽

仁
（
烏
山
小
）▽
準
優
勝
：
鈴
木
新
士
（
七
合
小
）

▽
第
３
位
：
坂
主
琉
羽（
七
合
小
）

【
小
学
３
・
４
年
の
部
】▽
優
勝
：
大
森
羽

琉（
烏
山
小
）▽
準
優
勝
：
赤
坂
駿
次
郎（
烏
山
小
）

▽
第
３
位
：
平
野
陽
大（
烏
山
小
）

【
小
学
５
・
６
年
の
部
】▽
優
勝
：
鈴
木
想

士（
七
合
小
）▽
準
優
勝
：
赤
坂
厘
太
郎（
烏
山
小
）

▽
第
３
位
：
池
田
志
優（
荒
川
小
）

●
第
26
回
栃
木
県
柔
道
少
年
団
学
年
別
柔

道
選
手
権
大
会
塩
那
支
部
予
選
会
（
６
月
９
日

㈰
、県
北
体
育
館
）

【
３
年
生
軽
量
級
】▽
優
勝
：
平
野
陽
大
（
習
励

館
）

【
５
年
生
軽
量
級
】▽
優
勝
：
赤
坂
厘
太
郎（
習

励
館
）

【
６
年
生
重
量
級
】▽
第
３
位
：
鈴
木
想
士（
習

励
館
）

●
第
46
回
全
日
本
高
齢
者
武
道
大
会（
６
月
３

日
㈪
、日
本
武
道
館
）

【
剣
道
Ａ（
70
〜
74
歳
）】▽
優
勝
・
全
日
本

剣
道
連
盟
賞
：
小
田
弘

●
第
19
回
那
須
烏
山
市
春
季
市
民
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会（
６
月
９
日
㈰
、緑
地
運
動
公
園
）

【
一
般
】▽
優
勝
：
永
島
千
豊
・
小
森
大
輔

▽
準
優
勝
：
矢
口
拓
磨
・
小
池
俊
輔

【
シ
ニ
ア
】▽
優
勝
：
田
中
毅
・
小
堀
幸
男

▽
準
優
勝
：
秋
元
隆
男
・
姿
和
男
▽
第
３
位
：

木
下
光
司
・
三
浦
照
子

【
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
】▽
優
勝
：
今
井
保
二
・

坂
主
慶
子
▽
準
優
勝
：
青
木
と
み
子
・
平

野
幸
子
▽
第
３
位
：
久
保
田
蔦
子
・
丸
山

ミ
ツ
イ

●
第
65
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

兼
第
71
回
全
国
高
等
学
校
剣
道
大
会
県
予

選
会（
６
月
21
日
㈮
・
22
日
㈯
、ユ
ウ
ケ
イ
武
道
館
）

【
女
子
団
体
】▽
準
優
勝
：
小
森
咲
芽（
作
新
学
院
）

【
女
子
個
人
】▽
第
３
位
：
小
森
咲
芽（
作
新
学
院
）

●
第
12
回
那
須
烏
山
市
山
あ
げ
カ
ッ
プ
野

球
大
会（
６
月
22
日
㈯
・
29
日
㈯
・
30
日
㈰
、７
月
６
日

㈯
、緑
地
運
動
公
園
）

【
学
童
の
部
】▽
準
優
勝
：
那
須
烏
山
ク
ラ
ブ

●
第
20
回
栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
５
月
26
日
㈰
、日
環
ア
リ
ー
ナ
栃
木
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
）

【
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
】▽
優
勝
：
関
尚
央（
八
ケ
代
）

●
第
55
回
栃
木
県
事
業
団
剣
道
大
会（
５
月
26

日
㈰
、河
内
体
育
館
）

【
ね
ん
り
ん
の
部
】▽
準
優
勝
：
菊
池
義
夫（
小
倉
）

※

こ
こ
で
は
、
保
護
者
な
ど
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情
報
の
み
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

匿
名
希
望
者
様
24
人
か
ら
合
計
１
０
８
万

７
千
円
が
本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

   

う
た

ひ         

な

み         

く

　令和６年度東京管区気象台長表彰として、宇都宮
地方気象台から市に感謝状が贈呈されました。これ
は、森田地内に設置され
ている地域気象観測所
（アメダス）について、長
年観測業務に協力した功
績により表彰されたもの
です。

気象庁が本市に感謝状
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地
域
の
情
報

ま
ち
か
ど
リ
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お
知
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市
政
情
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普
及
啓
発

特
集



みんなの
自慢の1枚自慢の1枚

市民の皆さんが撮影した写真を掲載します。
子どもの写真（中学生以下）、市内のイチオシ風景や穴場スポットの
写真、ペットの写真、偶然撮れたおもしろい写真（珍百景）など、気軽
にご応募ください。
応募の際は、①応募者の住所・氏名・連絡先、②掲載する際の名前（氏
名・ペンネーム・匿名のいずれかを記載）、③写真のタイトル、④写真
について一言（50字程度）記載してください。
■問合　総合政策課広報広聴グループ
Ｅメール：sohgohseisaku@city.nasukarasuyama.lg.jp

　英語教育に力を入れている境小学校で７月
10日（水）、児童の英語コミュニケーション力向
上などを目的に、特別授業「English Day」が行
われました。
　初回となったこの日は、市内の各小学校に所
属する外国語指導助手（ALT）５人が集結。児童ら
は、これまで学んだ英語を使って「出身はどこで
すか？」「好きな食べ物は？」などとALTに質問
したほか、英語のゲームにもチャレンジしまし
た。授業では、身振り手振りを交えながら、笑顔
で取り組む児童らの姿が見られました。
　「English Day」は、今後も定期的に実施され
る予定です。

　６月27日（木）、野上の澤村馨さんの畑で、すく
すく保育園の年中組と年長組の園児12人が
じゃがいも掘りに挑戦しました。
　園児たちは一生懸命に掘り、土の中からじゃ
がいもを見つけると大きな歓声を上げました。

「アゲハ蝶が羽化」
ぴぽぱぽさん

「虹の光線」
はるさん

家の外を見たら偶然、コスモスに虹がかかっ
ているように見えました！

サナギを見つけたときから見守っていたの
で、無事に飛び立って安心しました

境小の児童が「英会話」楽しむ境小の児童が「英会話」楽しむ境小の児童が「英会話」楽しむ

園児がじゃがいも掘りに挑戦園児がじゃがいも掘りに挑戦園児がじゃがいも掘りに挑戦

有
料
広
告

英語でコミュニケーションをとる児童とALT英語でコミュニケーションをとる児童とALT

じゃがいも掘りを楽しむ園児じゃがいも掘りを楽しむ園児

な
す
か
ら
す
や
ま
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

「QR」コードは㈱デンソーウェーブの
登録商標です。
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